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澤
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平
成
二
十
五
年
十
月

二
四
五

一
、
は
じ
め
に

　

曹
洞
宗
寺
院
に
は
、
独
住
と
輪
住
の
二
つ
の
住
持
制
度
が
あ
っ
た
。

　

独
住
は
、
病
気
・
死
亡
・
移
住
等
で
何
ら
か
の
理
由
が
な
い
時
、
期

間
に
制
限
な
く
住
職
を
務
め
る
方
法
で
、
現
代
の
住
持
は
ほ
ぼ
こ
れ
で

あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
輪
住
は
、
輪
番
住
職
の
省
略
で
、
短
期
間
で
住
職
が
交

替
す
る
方
法
で
あ
る
。
住
職
を
務
め
る
期
間
は
、
一
日
か
ら
数
年
ま
で

長
短
様
々
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
輪
住
に
よ
っ
て
護
持
さ
れ
て
き
た
最
も
有
名
な
寺
院
が
、
曹
洞

宗
大
本
山
總
持
寺
（
神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
、
も
と
石
川
県
輪

島
市
門
前
町
）
で
あ
る
。
總
持
寺
の
輪
住
は
、
五
院
輪
住
制
度
と
称
さ

れ
て
い
た
。
五
院
と
は
、
總
持
寺
二
祖
峨
山
韶
碩
の
直
弟
子
五
哲
が
山

内
に
開
創
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
塔
頭
寺
院
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
五
院
も
輪
住
で
あ
っ
た
。
五
院
は
、
数
多
く
の
末
寺
（
主
に
五

哲
門
派
の
寺
院
）
を
有
し
て
い
た
が
、
こ
の
中
に
は
五
院
住
職
（
塔

主
）
を
送
り
出
す
資
格
が
あ
る
末
寺
「
五
院
輪
番
地
」
が
存
在
し
た
。

【
五
哲
の
法
系
図
と
五
院
・
五
院
輪
番
地
数
】

　
　

瑩總
持
寺
開
山
山
紹
瑾　
　
　
　
　

太總
持
寺
三
世
源
宗
真 

普
蔵
院
（
一
〇
七
ヶ
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通總
持
寺
五
世
幻
寂
霊 

妙
高
庵
（
八
六
ヶ
寺
）

　
　
　
　

峨總
持
寺
二
世
山
韶
碩　
　
　

無總
持
寺
七
世
端
祖
環 

洞
川
庵
（
五
一
ヶ
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大總
持
寺
八
世
徹
宗
令 

伝
法
庵
（
四
九
ヶ
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実總
持
寺
九
世
峰
良
秀 

如
意
庵
（
五
八
ヶ
寺
）

　

輪
住
の
第
一
段
階
で
は
、
こ
の
輪
番
地
の
中
か
ら
五
院
そ
れ
ぞ
れ
の

住
職
（
塔
主
）
が
一
人
ず
つ
、
合
計
五
人
選
定
さ
れ
、
こ
の
五
人
が
、

当
該
五
院
の
塔
主
を
一
年
間
務
め
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
段
階
と
し
て
、

こ
の
塔
主
五
人
が
交
代
で
總
持
寺
住
職
（
現
方
丈
）
を
務
め
る
。
五
院

塔
主
を
一
年
間
務
め
る
内
、
五
分
の
一
の
期
間
（
七
五
日
間
）
が
現
方

總
持
寺
の
住
持
制
度

　
　
特
に
中
世
に
お
け
る
輪
番
住
職
・
五
院
塔
主
・
前
住
に
つ
い
て
　
　

伊
　
　
藤
　
　
良
　
　
久　
　
　



總
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丈
で
あ
る
。

　

總
持
寺
輪
住
は
、
塔
頭
五
院
の
塔
主
を
経
由
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の

で
、
五
院
輪
住
制
度
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
住
持
期
間
か
ら
、

「〔
五
院
の
〕
住
期
一
年
に
し
て
、
当
住
〔
現
方
丈
〕
七
十
五
日
の
制

度
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
五
院
塔
主
が
順
次
現
方
丈
に
就
い
た
の
で
、
塔
主
は
次

の
住
職
候
補
者
で
あ
り
、
そ
し
て
總
持
寺
住
職
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
制

度
は
、
一
六
世
紀
後
半
以
降
に
確
定
し
た
よ
う
で
、
明
治
三
年
の
輪
住

終
了
ま
で
概
ね
こ
の
仕
組
み
で
維
持
さ
れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
總
持
寺
は
出
世
道
場
で
も
あ
っ
た
の
で
、
上
記
の
輪
番

住
職
の
他
に
、
瑞
世
（
出
世
）
に
よ
る
短
期
間
の
一
夜
住
職
も
合
わ
せ

て
存
在
し
て
い
た
。
瑞
世
は
、
多
く
の
僧
侶
達
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
通
過
儀
礼
の
一
つ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
瑞
世
が
總
持
寺
に
お
け
る

初
め
て
の
住
職
就
任
（
初
住
）
で
あ
り
、
輪
住
は
一
度
目
の
住
職
を
退

任
し
た
後
、
住
職
経
験
者
が
就
く
二
度
目
の
住
職
（
再
住
）
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
一
夜
住
職
が
、
總
持
寺
の
住
職
名
簿
『
住
山

記
』
に
記
録
さ
れ
た
。

　

よ
っ
て
、
五
院
輪
住
制
度
下
に
お
い
て
は
、「
瑞
世
（
初
住
）
→
五

院
塔
主
→
現
方
丈
（
再
住
）」
と
い
う
流
れ
で
、
總
持
寺
住
職
が
務
め

ら
れ
て
い
っ
た
。

　

本
論
で
は
、
近
世
以
前
、
五
院
輪
住
制
度
が
確
定
し
て
い
く
過
程
に

お
い
て
、
例
え
ば
五
院
塔
主
を
経
由
し
て
總
持
寺
住
職
に
就
く
と
い
う

流
れ
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
両
者
の
関
係
や
、
塔
主
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
見
て
み
た
い
と
思
う
。
合
わ
せ
て
、
輪
住
を
終
え
た
住
職
経
験

者
と
し
て
の
前
住
達
の
動
き
も
見
て
み
た
い
。

　

方
法
と
し
て
は
、
五
院
連
判
状
や
輪
住
請
状
、
及
び
出
世
公
文
等
、

五
院
関
係
の
資
料
を
年
代
順
に
取
り
上
げ
、
こ
の
中
に
連
判
し
て
い
る

署
名
者
に
注
目
し
、
そ
れ
を
一
覧
に
ま
と
め
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

そ
し
て
、
署
名
し
た
彼
ら
の
動
静
を
探
り
な
が
ら
当
時
の
總
持
寺
住
職

の
諸
相
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
と
思
う）（
（

。

二
、
配
役
と
し
て
の
五
院
塔
主

　

こ
こ
で
は
連
判
状
を
も
と
に
検
討
す
る
。
は
じ
め
に
、
五
院
が
建
立

さ
れ
て
間
も
な
く
の
頃
に
記
さ
れ
た
「
延
寿
堂
置
文
」
を
見
て
み
た
い
。

こ
れ
は
、
応
永
一
五
年
（
一
四
〇
八
）
に
記
さ
れ
た
總
持
寺
の
延
寿
堂

（
病
僧
が
休
養
を
取
る
寮
舍
）
に
関
す
る
置
文
で
、
連
判
の
形
式
を
取

る
五
院
関
係
の
文
書
の
中
で
も
、
か
な
り
古
い
も
の
で
あ
る）（
（

。

（
資
料
一
）
延
寿
堂
置
文

　
　

合
参
百
苅　

在
所
浦
上

右
無
外
和
尚
与
、
大
徹
和
尚
、
如
御
定
、
別
ニ
為
延
寿
堂
可
設
置

者
也
、
此
年
貢
足
者
、
毎
日
之
堂
司
時
分
、
並
病
僧
薪
宛
之
、
冬

者
日
ニ
文
薪
一
束
、
春
夏
秋
三
日
薪
一
束
、
若
有
余
剰
者
、
納
所



總
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方
ニ
置
之
、
可
有
堂
司
寮
修
造
歟

　

応
永
拾
五
年
十
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　

如
意
良
受
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

洞
川
梵
玖
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

妙
高
性
禅
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

伝
法
元
三
（
花
押
）

　
　
　
　
　

前
総
持
侑
籍
（
花
押
）

　

以
下
、
表
を
作
成
し
、
署
名
者
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。
な
お
、

こ
の
表
は
、
次
の
よ
う
な
基
準
で
作
成
す
る
。
横
軸
は
、
文
書
中
の
連

判
順
で
は
な
く
て
、
五
院
順
（
普
蔵
院
、
妙
高
庵
、
洞
川
庵
、
伝
法
庵
、

如
意
庵
）
と
し
、
次
に
当
住
や
前
住
を
配
し
て
い
く
。
縦
軸
の
「
世

代
」
は
總
持
寺
世
代
、「
輪
住
年
月
」
は
初
め
て
總
持
寺
住
持
に
就
い

た
年
月
、「
法
系
」
は
主
に
峨
山
の
五
哲
（
太
源
、
通
幻
、
無
端
、
大

徹
、
実
峰
）
の
法
系
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
五
院
の
塔
主
と
し
て
署

名
し
な
が
ら
も
、
總
持
寺
住
職
に
は
な
ら
な
い
人
も
存
在
す
る
。
彼
ら

に
つ
い
て
は
×
印
で
示
す
。
ち
な
み
に
、「
住
持
間
隔
」
の
項
は
、
連

判
者
が
文
書
に
署
名
し
た
日
時
と
、
輪
住
し
た
年
時
と
の
隔
た
り
で
、

署
名
年
か
ら
輪
住
年
を
引
い
た
数
字
で
あ
る
。「
▲
」（
マ
イ
ナ
ス
）
は
、

署
名
し
て
か
ら
輪
住
す
る
ま
で
に
要
し
た
期
間
を
表
す
。「
＋
」（
プ
ラ

ス
）
は
輪
住
し
た
後
で
署
名
し
た
こ
と
を
表
す
の
で
、
具
体
的
に
は
前

住
で
あ
る
。「
±
〇
」
は
、
署
名
と
輪
住
が
同
時
の
場
合
で
、
つ
ま
り

当
住
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
世
代
や
法
系
、
輪
住
年
月
、
出
身
地

等
に
つ
い
て
は
、
總
持
寺
の
『
住
山
記
』）（
（

を
も
と
に
、
確
認
出
来
る
範

囲
で
掲
載
す
る
。

五　

院

僧
名

世　

代

輪
住
年
月

住
持
間
隔
法
系

出
身

普
蔵
院

妙
高
庵

性
禅

×

×

通
幻

洞
川
庵

梵
玖

×

×

無
端

伝
法
庵

元
三

三
八
世
一
四
二
〇
年
二
月

▲
一
二
年
大
徹

羽
州

如
意
庵

良
受

三
三
世
一
四
一
八
年
三
月

▲
一
〇
年
実
峰

羽
州

前　

住

侑
籍

一
五
世
一
三
九
八
年
以
降

＋
一
〇
年
実
峰

播
州

　

こ
の
置
文
に
は
、
五
院
中
の
普
蔵
院
を
除
く
四
庵
の
塔
主
と
前
住
の

名
が
見
え
る
。
伝
法
庵
の
元
三
は
連
判
か
ら
一
二
年
後
の
一
四
二
〇
年

二
月
に
總
持
寺
三
八
世
と
し
て
輪
住
し
、
ま
た
如
意
庵
の
良
受
は
連
判

か
ら
一
〇
年
後
の
一
四
一
八
年
三
月
に
總
持
寺
三
三
世
と
し
て
輪
住
し

て
い
る
。
塔
主
を
務
め
て
か
ら
一
〇
年
以
上
経
過
し
て
、
よ
う
や
く
總

持
寺
住
職
に
就
い
て
い
る
。

　

他
の
洞
川
庵
の
梵
玖
と
妙
高
庵
の
性
禅
は
、
二
人
と
も
つ
い
に
輪
住

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
等
の
例
を
見
る
と
、
五
院
と
總
持
寺
輪
住

と
の
因
果
関
係
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
連
判

し
た
彼
等
は
、
四
人
と
も
塔
主
と
い
う
役
職
（
山
内
の
配
役
）
だ
け
を

務
め
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
後
の
五
院
輪
住
制
度
の
よ
う
に
、
塔
主



總
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は
現
方
丈
の
候
補
者
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い）（
（

。

　

一
方
、
貝
林
侑
籍
（
一
四
一
一
寂
）
は
一
四
〇
〇
年
頃
の
輪
住
で

あ
っ
た
か
ら
、
退
董
し
て
ほ
ぼ
一
〇
年
間
が
経
過
し
て
い
る
。
退
董
後

も
、
前
住
と
し
て
山
内
も
し
く
は
周
辺
で
活
動
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　

以
下
、
こ
の
後
に
発
給
さ
れ
た
五
院
連
判
状
を
年
代
順
に
一
つ
一
つ

検
討
し
て
み
た
い）（
（

。

　

資
料
二
「
總
持
寺
門
下
僧
八
月
仏
事
契
状
」
は
、
總
持
寺
開
山
瑩
山

禅
師
に
対
す
る
開
山
忌
仏
事
の
間
、
来
客
の
応
接
を
停
止
し
、
客
僧
が

到
来
し
た
ら
俵
銭
（
布
施
の
財
物
を
分
与
す
る
こ
と
）
で
対
応
す
る
こ

と
が
評
議
さ
れ
た
際
の
記
録
で）

（
（

、
応
永
三
一
年
（
一
四
二
四
）
に
記
さ

れ
た
文
書
で
あ
る
。

（
資
料
二
）「
總
持
寺
門
下
僧
八
月
仏
事
契
状
」

　
　

応
永
卅
一
季
甲
辰
、
八
月
御
仏
事
接
客
停
止
之
、
万
一
有
客

僧
到
来
、
可
為
表
銭
、
総
門
下
評
議
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
意
庵
良
曇
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
法
庵
宗
堅
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

洞
川
庵
韶
梅
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
高
庵
呼
鑒
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

普
蔵
院
道
欽
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
妙
寺
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
明
寺
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
脈
寺
（
花
押
）（
大
成
宗
林
カ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
豊
寺
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

洞
園
寺
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

当　

住
（
花
押
）（
月
桂
立
乗
カ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
護
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
円
寺
（
花
押
）（
瑞
巌
韶
麟
）

　

こ
の
置
文
に
は
、
五
院
全
て
の
塔
主
と
当
住
、
そ
の
他
の
寺
院
の
住

持
（
他
山
の
住
持
と
い
う
こ
と
で
西
堂
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
）
の
連

判
が
見
え
る
。
確
認
で
き
る
範
囲
で
表
に
示
し
て
み
た
い
。

五　

院

僧
名

世　

代

輪
住
年
月

住
持
間
隔
法
系

出
身

普
蔵
院

道
欽

×

×

×

太
源

妙
高
庵

呼
鑒

×

×

×

通
幻

洞
川
庵

韶
梅

×

×

×

無
端

伝
法
庵

宗
堅

×

×

×

大
徹

如
意
庵

良
曇

五
八
世
一
四
二
七
年
五
月
▲
三
年

実
峰

加
州

当　

住
月
桂
立
乗
四
八
世
一
四
二
四
年
一
月
±
〇
年

大
徹

作
州

そ
の
他
大
成
宗
林
三
二
世
一
四
一
七
年
八
月
＋
七
年

大
徹

豊
後

そ
の
他
瑞
巌
韶
麟
一
三
世
一
三
九
八
年
以
前
＋
二
六
年

実
峰

能
州

　

表
の
よ
う
に
、
如
意
庵
良
曇
は
、
如
意
庵
の
塔
主
を
務
め
て
三
年
後



總
持
寺
の
住
持
制
度
（
伊
藤
）

二
四
九

に
輪
住
し
て
い
る
。
し
か
し
、
普
蔵
院
の
道
欽
以
下
、
伝
法
庵
の
宗
堅

ま
で
の
四
名
は
、
塔
主
の
職
を
勤
め
た
が
、
輪
住
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
前
の
資
料
一
と
同
様
、
こ
こ
で
の
塔
主
は
山
内
の
一
配
役
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

資
料
三
「
一
切
経
箱
数
注
文
」
は
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）
に
記

さ
れ
た
總
持
寺
所
蔵
の
一
切
経
箱
の
点
検
目
録
で
あ
る
。
そ
の
数
は
都

合
五
八
二
箱
、
黒
漆
塗
り
で
、
箱
ご
と
に
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い

う
）
（
（

。
（
資
料
三
）

一
切
経
一
蔵
箱
数
之
事

　
　

都
合
五
百
八
拾
二
箱
也
、

右
、
箱
者
黒
漆
、
毎
箱
有
字

　
　
　
　
　
　
　
　

如
意 

宗
繁
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

伝
法 

乗
駿
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

洞
川 

性
順
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

妙
高 

昌
立
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

普
蔵 

梵
康
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

当
住 

賢
孝
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

前
住 

如
欣
（
花
押
）

享
徳
四
年
乙
亥
正
月
廿
八
日

五　

院

僧
名

世　

代

輪
住
年
月

住
持
間
隔
法
系

出
身

普
蔵
院

梵
康
二
〇
九
世

一
四
六
一
年
八
月

▲
六
年

太
源

和
州

妙
高
庵

昌
立

×

×

×

通
幻

洞
川
庵

性
順

×

×

×

無
端

伝
法
庵

乗
駿
二
七
四
世
一
四
七
五
年
一
二
月
▲
二
〇
年

大
徹

如
意
庵

宗
繁

×

×

×

実
峰

当　

住

賢
孝
一
七
九
世
一
四
五
四
年
一
一
月
＋
一
年

薩
州

前　

住

如
欣
一
六
三
世
一
四
五
二
年
八
月

＋
三
年

通
幻

越
前

　

こ
の
資
料
に
も
、
五
院
全
て
の
塔
主
と
当
住
、
そ
し
て
前
住
の
名
が

見
え
る
。
普
蔵
院
梵
康
と
伝
法
庵
乗
駿
は
そ
れ
ぞ
れ
六
年
後
、
二
〇
年

後
、
か
な
り
年
数
が
経
過
し
て
か
ら
輪
住
す
る
。
他
の
三
名
は
輪
住
し

な
い
。
や
は
り
塔
主
は
輪
住
と
は
無
関
係
の
よ
う
で
あ
る
。

　

資
料
四
「
總
持
寺
住
持
・
五
院
等
連
署
書
状
写
」
は
、
總
持
寺
二
祖

峨
山
韶
碩
（
一
三
六
五
年
寂
）
の
百
回
遠
忌
を
翌
年
に
控
え
た
寛
正
四

年
（
一
四
六
三
）
に
、
正
法
寺
に
向
け
て
送
ら
れ
た
書
状
の
写
し
で
あ

る
）
（
（

。
こ
の
年
、九
月
一
五
日
に
は
そ
の
予
修
法
要
を
執
り
行
う
の
で
、正

法
寺
に
は
出
銭
と
紅
燭
の
寄
進
を
、
住
職
や
前
住
等
が
連
判
し
て
要
請

し
て
い
る
。

（
資
料
四
）

龔
言
上
、
抑
總
持
二
代
和
尚
御
百
年
忌
、
相
当
来
乙
酉
歳
候
也
、

御
忌
斎
定
日
、
雖
為
十
月
廿
日
、
預
可
修
酉
九
月
十
五
日
也
、
依



總
持
寺
の
住
持
制
度
（
伊
藤
）

二
五
〇

而
任
先
例
、
御
出
銭
并
紅
燭
等
、
御
奔
走
候
者
、
可
為
肝
要
由
、

総
門
中
以
評
議
令
啓
所
、
然
者
明
年
春
中
仁
、
急
可
願
御
返
事
候
、

此
趣
御
門
中
披
露
、　

恐
惶
敬
白

　

寛
正
四
癸
未
歳
七
月
初
四

　
　

總
持
当
住
号
宝
山
正
珍
（
花
押
影
）　

如
意
塔
司

　
　
　
　

前
住
号
中
山
興
円
（
花
押
影
）　
　

宗
春
（
花
押
影
）

　
　
　
　

前
住
号
親
院
宗
睦
（
花
押
影
）　

伝
法
塔
司

　
　

妙
高
前
住
号
怡
雲
如
欣
（
花
押
影
）　
　

真
清
（
花
押
影
）

　
　

普
蔵
前
住
号
松
山
智
喬
（
花
押
影
）　

洞
川
塔
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曹
承
（
花
押
影
）

進
上
正
法
寺
御
門
中

五　

院

僧
名

世　

代

輪
住
年
月

住
持
間
隔
法
系
出
身

普
蔵
院
松
山
智
喬
一
五
五
世
一
四
五
三
年
一
〇
月
＋
一
〇
年
太
源
薩
州

妙
高
庵
怡
雲
如
欣
一
六
三
世
一
四
五
二
年
八
月

＋
一
一
年
通
幻
越
前

洞
川
庵

曹
承

二
三
六
世
一
四
六
七
年
一
一
月
▲
四
年

無
端

×

伝
法
庵

真
清

三
二
三
世
一
四
八
七
年
二
月

▲
二
四
年
大
徹

×

如
意
庵

宗
春

二
四
一
世
一
四
六
八
年
一
〇
月
▲
五
年

実
峰

×

当　

住
宝
山
正
珍
二
一
七
世
一
四
六
三
年
月
未
定
±
〇
年

加
州

前　

住
中
山
興
円
二
一
三
世
一
四
六
二
年
八
月

＋
一
年

能
州

前　

住
親
院
宗
睦
一
六
七
世
一
四
五
三
年
二
月

＋
一
〇
年

能
州

　

書
状
の
連
判
部
分
で
、
上
段
の
当
住
や
前
住
達
は
「
号
」
と
書
し
て

道
号
付
き
の
四
文
字
の
僧
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
五
院
の
中
で

も
、
普
蔵
院
松
山
智
喬
と
、
妙
高
庵
怡
雲
如
欣
の
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
一

〇
年
前
、
一
一
年
前
に
輪
住
を
終
え
た
總
持
寺
の
前
住
で
あ
る
の
で
、

道
号
の
あ
る
高
僧
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
僧
名
の
み
を

記
し
た
洞
川
・
伝
法
・
如
意
の
塔
主
（
塔
司
）
三
名
は
、
こ
の
文
書
の

後
に
輪
住
し
て
い
る
。
四
～
五
年
後
、
そ
し
て
二
四
年
後
で
あ
る
。
こ

こ
で
も
、
塔
主
は
輪
住
予
定
者
と
は
考
え
に
く
い
。

　

た
だ
、
五
院
の
塔
主
と
い
う
配
役
は
、
輪
住
経
験
者
が
務
め
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
修
行
途
上
の
僧
達
が
務
め
る
こ
と
も
あ
り
、
当
時
は
幅
の

あ
る
人
事
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

な
お
、
当
住
・
前
住
と
し
て
連
判
し
て
い
る
三
名
は
、
加
賀
や
能
登

の
出
身
で
あ
る
の
で
、
近
隣
諸
国
に
住
み
、
し
ば
し
ば
總
持
寺
の
運
営

に
尽
力
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

資
料
五
「
總
持
寺
住
持
・
五
院
等
連
署
書
状
写
」
も
、
峨
山
禅
師
の

遠
忌
に
関
す
る
資
料
で
あ
る
。
前
資
料
四
の
要
請
に
応
え
、
正
法
寺
か

ら
は
砂
金
一
五
両
が
寄
進
さ
れ
た
よ
う
で
、
こ
れ
に
対
し
て
、
寛
正
六

年
（
一
四
六
五
）、
住
持
他
五
院
が
連
判
し
て
送
っ
た
の
が
こ
の
礼
状

で
あ
る）

（
（

。

（
資
料
五
）

謹
啓
上
、
抑
態
遣
使
節
、
遥
伝
書
簡
、
衆
中
同
繙
閲
、
心
緒
頗
端

多
賚
乎
、
十
五
両
之
砂
金
、
加
于
一
百
年
之
栄
斎
、
宿
徳
各
致
歎



總
持
寺
の
住
持
制
度
（
伊
藤
）

二
五
一

賞
、
真
慈
定
垂
霊
鑑
、
宗
門
愈
繁
興
矣
、
道
価
永
宣
揚
焉
、
至
祈

至
祷
、
恐
懼
恐
惶

菊
月
望
日

　
　
　
　
　
　
　

住
持 　
　
　
　
　

良
淳
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

如
意 

奉
行
雪
岩
叟
侑
松
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

伝
法 

奉
行
旨
山
叟
元
宗
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

洞
川 
奉
行
大
樹
叟
祥
棟
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

妙
高 
奉
行
怡
雲
叟
如
欣
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

普
蔵 
奉
行
海
門
叟
興
徳
（
花
押
）

進
上
正
法
寺
衣
鉢
閣
下

　

回
章

五　

院

僧
名

世　

代

輪
住
年
月

住
持
間
隔
法
系

出
身

普
蔵
院
海
門
興
徳
一
八
八
世
一
四
五
六
年
一
一
月
＋
九
年

太
源

勢
州

妙
高
庵
怡
雲
如
欣
一
六
三
世
一
四
五
二
年
八
月

＋
一
三
年
通
幻

越
前

洞
川
庵
大
樹
祥
棟
一
三
八
世
一
四
四
七
年
一
一
月
＋
一
八
年
無
端

越
州

伝
法
庵
旨
山
元
宗
一
二
五
世
一
四
四
四
年
一
一
月
＋
一
一
年
大
徹

羽
州

如
意
庵
雪
岩
侑
松
一
二
七
世
一
四
四
五
年
五
月

＋
二
〇
年
実
峰

能
州

当　

住
朴
堂
良
淳
二
二
六
世
一
四
六
五
年
八
月

±
〇
年

越
中

　

こ
の
資
料
に
も
、
五
院
全
て
の
塔
主
と
当
住
の
名
が
見
え
る
。
前
の

資
料
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
五
院
の
塔
主
が
全
て
輪
住
経
験
者
で
あ

る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

資
料
四
で
の
五
院
塔
主
は
、
い
わ
ゆ
る
尊
宿
と
修
行
僧
と
が
混
在
し

て
い
た
。
こ
こ
で
は
全
て
前
住
で
あ
り
、
近
世
の
五
院
輪
住
制
度
の
よ

う
に
、
輪
住
経
験
者
（
瑞
世
の
終
わ
っ
た
前
住
）
が
五
院
塔
主
を
務
め

る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
後
述
の
資
料
八
や
資
料
九
の
事
例
の

よ
う
に
、
一
四
～
一
五
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
、
塔
主
だ
け
務
め
て
い

る
の
で
、
こ
の
資
料
が
記
さ
れ
た
時
点
で
は
、
偶
然
、
前
住
の
み
が
塔

主
を
務
め
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
、
妙
高
庵
の
怡
雲
如
欣
に
注
目
す
る
と
、
彼
は
寛
正
四
年
（
一

四
六
三
）
の
資
料
四
で
も
妙
高
庵
の
塔
主
と
し
て
登
場
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
時
（
一
四
六
五
年
）
ま
で
總
持
寺
に
住
し
て
い
た
と
分
か
る
。

も
っ
と
広
げ
れ
ば
、
一
六
三
世
と
し
て
輪
住
し
た
一
四
五
二
年
か
ら
、

近
隣
（
出
身
は
越
前
で
あ
る
）
に
て
總
持
寺
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

資
料
六
「
總
持
寺
五
院
連
署
書
状
」
は
、
峨
山
禅
師
自
筆
の
書
状
が
、

正
法
寺
よ
り
總
持
寺
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
で
、
永
禄
元

年
（
一
五
五
八
）
の
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る）（（
（

。

（
資
料
六
）

欽
言
上
、
抑
当
山
二
代
和
尚
之
御
自
筆
到
来
、
五
院
以
評
儀
（
議
）

焼
香
九
拝
畢
、
被
先
規
之
旨
任
、
於
当
寺
跡
々
御
馳
走
可
為
肝
要

候
、
此
趣
御
門
中
御
披
露
、
恐
惶
敬
白
、

　

永
禄
元
戊
午
八
月
二
日



總
持
寺
の
住
持
制
度
（
伊
藤
）

二
五
二

　
　
　
　
　
　
　

普
蔵
慈
泉
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

如
意
瑞
東
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

伝
法
誾
越
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

洞
川
祖
闐
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

妙
高
慶
文
（
花
押
）

進
上　

正
法
寺

　
　
　
　
　

衣
鉢
閣
下

五　

院

僧
名

世　

代

輪
住
年
月

住
持
間
隔

法
系

普
蔵
院

慈
泉
一
二
二
七
世
一
五
五
七
年
八
月
一
〇
日
＋
一
年

太
源

妙
高
庵

慶
文
絞
り
込
め
ず

×

通
幻

洞
川
庵

祖
闐
一
一
〇
六
世
一
五
五
七
年
六
月
二
四
日
＋
一
一
年

無
端

伝
法
庵

誾
越

×

×

大
徹

如
意
庵

瑞
東
一
一
四
二
世
一
五
五
一
年
七
月
二
六
日
＋
七
年

実
峰

　
　
＊
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
不
明
と
な
る
出
身
の
項
目
は
省
略
し
た
。

　

五
院
の
内
、
伝
法
庵
誾
越
を
除
い
た
四
名
は
、
一
年
か
ら
一
一
年
前

に
輪
住
し
た
前
住
達
で
あ
る
。

　

資
料
七
「
總
持
寺
住
持
・
五
院
等
連
署
書
状
」
は
、
永
禄
四
年
（
一

五
六
一
）
に
記
さ
れ
た
、
正
法
寺
の
門
末
が
總
持
寺
に
お
い
て
瑞
世
を

す
る
際
に
は
、
貴
寺
（
正
法
寺
）
か
ら
の
一
書
（
推
挙
状
）
を
添
え
る

べ
き
こ
と
伝
え
た
書
状
で
あ
る）（（
（

。

（
資
料
七
）

寅
言
上
、
抑
今
度
御
瑞
世
最
珍
重
也
、
就
其
正
法
寺
門
末
向
后
当

寺
江
御
出
頭
之
儀
、
従
貴
寺
御
一
書
無
焉
者
、
寺
家
同
心
申
間
布

候
、
如
先
規
可
被
守
旨
者
也
、
仍
連
署
如
斯
、

永
禄
四
辛
酉
七
月
廿
六
日　
　

当
常
住
如
意
瑞
東
（
花
押
）

　
　
　
　
　

伝
法
禅
鏡
（
花
押
）　
　

妙
高
文
賢
（
花
押
）

　
　
　
　
　

洞
川
祖
闐
（
花
押
）　
　

普
蔵
栄
琮
（
花
押
）

進
上　

正
法
寺

　
　
　
　
　

衣
鉢
閣
下

五　

院

僧
名

世　

代

輪
住
年
月

住
持
間
隔

法
系

普
蔵
院

栄
琮
一
三
〇
七
世
一
五
六
〇
年
八
月
九
日

＋
一
年

太
源

妙
高
庵

文
賢
一
三
〇
八
世
一
五
六
〇
年
八
月
一
一
日
＋
一
年

通
幻

洞
川
庵

祖
闐
一
一
〇
六
世
一
五
四
七
年
六
月
二
四
日
＋
一
四
年

無
端

伝
法
庵

禅
鏡
一
三
一
〇
世
一
五
六
〇
年
九
月
二
四
日
＋
一
年

大
徹

如
意
庵

瑞
東
一
一
四
二
世
一
五
五
一
年
七
月
二
六
日
＋
一
〇
年

実
峰

当　

住

瑞
東
一
一
四
二
世

（
再
住
）

実
峰

　
　
＊
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
空
欄
と
な
る
出
身
の
項
目
は
省
略
し
た
。

　

こ
の
資
料
に
お
け
る
五
院
の
塔
主
は
、
全
て
住
職
経
験
者
の
前
住
で

あ
る
。



總
持
寺
の
住
持
制
度
（
伊
藤
）

二
五
三

　

こ
こ
で
、
連
判
を
し
た
如
意
庵
塔
主
瑞
東
に
は
「
当
常
住
」
と
い
う

記
載
が
あ
る
の
で
總
持
寺
住
持
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
『
住
山
記
』

を
見
る
と
、
こ
の
文
書
の
日
時
と
同
じ
七
月
二
六
日
に
は
、
一
三
一
五

世
と
し
て
源
庵
梲
が
入
寺
し
、「
無
端
・
月
泉
」
と
い
う
記
載
が
あ
る）（（
（

。

お
そ
ら
く
、
源
庵
は
正
法
寺
系
統
の
月
泉
派
の
人
物
で
、
こ
の
文
書
の

記
載
に
あ
る
よ
う
に
、
正
法
寺
か
ら
の
推
挙
が
あ
っ
て
瑞
世
を
行
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

と
す
れ
ば
、「
当
常
住
」
と
い
う
の
は
、
近
世
期
に
お
け
る
總
持
寺

輪
住
の
「
現
方
丈
」
と
同
義
で
あ
ろ
う
か
。
前
住
が
五
院
塔
主
を
務
め

な
が
ら
、
如
意
庵
瑞
東
の
よ
う
に
あ
る
時
期
は
当
常
住
（
＝
現
方
丈
）

を
務
め
、
そ
の
間
に
は
、
源
庵
の
よ
う
な
一
夜
住
職
が
入
寺
す
る
と
い

う
形
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
時
期
は
、
五
院
塔
主
か
ら
現
方
丈
と
い
う

輪
住
の
流
れ
が
成
立
す
る
途
上
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
塔
主
を
一
年

4

4

務
め
る
間
に
現
方
丈
に
の
ぼ
る
と
い
う
五

院
輪
住
制
度
の
成
立
は
、
天
正
一
五
年
（
一
五
八
七
）
以
降
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
五
院
中
の
住
山
記
の
中
で
最
も
古
い
『
普
蔵
院
住
山

記
』
の
書
き
出
し
が
天
正
一
五
年
に
始
ま
る
か
ら
で
あ
る）

（（
（

。
し
か
し
特

別
に
、
こ
の
時
期
に
始
め
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と

す
れ
ば
、
成
立
は
も
う
少
し
さ
か
の
ぼ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ち
な
み

に
、
他
の
四
院
の
住
山
記
は
江
戸
期
以
降
の
書
き
出
し
と
な
る）（（
（

。

　

た
だ
、
こ
こ
で
の
瑞
東
は
、
資
料
六
「
總
持
寺
五
院
連
署
書
状
」

（
永
禄
元
年
〈
一
五
五
八
〉）
に
も
登
場
し
て
い
る
の
で
、
数
年

4

4

間
は
如

意
庵
の
塔
主
を
務
め
、
永
禄
四
年
七
月
に
は
總
持
寺
当
住
に
な
っ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
や
は
り
、
制
度
確
立
以
前
の
過
渡
的
な
時
期
で
あ
ろ

う
。
ち
な
み
に
、
洞
川
庵
の
祖
闐
も
数
年
間
は
塔
主
を
つ
と
め
て
い
た
。

　

以
上
、
連
判
状
の
検
討
か
ら
、
五
院
塔
主
の
存
在
を
見
て
き
た
。
塔

主
は
、
總
持
寺
前
住
だ
っ
た
り
、
お
そ
ら
く
は
修
行
僧
だ
っ
た
り
、
そ

の
境
遇
は
様
々
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
塔
主
は
、
文
字
通
り
の
總
持
寺

山
内
で
祖
塔
を
守
る
主
（
司
）
と
い
う
一
配
役
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
ま
た
、
近
世
期
の
五
院
輪
住
制
度
の
よ
う
に
、
塔
主
か
ら
現
方

丈
と
い
う
確
か
な
流
れ
も
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

三
、
五
院
単
独
の
輪
住

　

近
世
の
五
院
輪
住
制
度
下
に
あ
っ
て
は
、
五
院
塔
主
は
一
年
間
の
輪

住
で
あ
り
、
瑩
山
禅
師
の
忌
日
で
あ
る
八
月
十
五
日
に
、
五
院
の
五
人

が
一
斉
に
交
替
し
て
い
た
。

　

こ
こ
で
は
、
中
世
に
お
い
て
も
、
五
院
の
塔
主
職
が
輪
番
で
護
持
さ

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
特
に
妙
高
庵
の
事
例
か
ら

見
て
み
た
い
。

　

塔
主
が
輪
番
で
交
代
す
る
際
に
は
、
そ
の
前
年
に
、
塔
主
職
依
頼
の

書
状
で
あ
る
請
状
が
と
ど
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
請
状
二
通
が
、
妙
高

庵
末
（
現
總
持
寺
直
末
）
の
願
成
寺
（
福
井
県
越
前
市
）
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る）（（
（

。
こ
れ
ら
は
、
五
院
の
請
状
と
し
て
は
最
古
の
部
類
に
入
る
も



總
持
寺
の
住
持
制
度
（
伊
藤
）

二
五
四

の
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
資
料
八
「
妙
高
菴
文
現
書
状
」
は
、
長
享
元
年
（
一
四
八

七
）、
妙
高
庵
の
文
現
（
未
詳
）
が
、
願
成
寺
宛
て
に
、
次
期
の
妙
高

庵
塔
主
を
依
頼
し
た
書
状
で
あ
る
。

（
資
料
八
）

伏
上
啓
、
抑
当
菴
塔
主
職
之
儀
、
従
来
戊
申
八
月
十
五
日
、
相
当

貴
寺
、
御
門
下
之
条
、
如
先
例
、
無
異
儀
御
入
寺
、
一
回
無
恙
於

被
相
勤
者
宗
門
大
幸
、
何
事
如
之
哉
、
縷
々
期
会
部
之
時
候
条
、

不
能
詳
候
、
此
等
之
旨
趣
、
於
丈
室
近
侍
奏
達
所
希
、
恐
惶
頓
首

不
備

　

未（
長
享
元
年
）

ノ
八
月
廿
日　
　
　

文
妙
高
菴
現
（
花
押
）

進
上　

願
成
寺（
天
章
光
祐
）

　
　
　
　
　
　

衣
鉢
閣
下

五　

院

僧
名

世
代

輪
住
年
月

住
持
間
隔

法
系

現　

 

妙
高
庵
文
現

×

×

通
幻

次
期 

妙
高
庵
天
章
光
祐
四
一
八

一
五
〇
六
年
三
月
▲
一
八
年

通
幻

　
　
※
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
不
明
と
な
る
出
身
の
項
は
省
略
し
た
。

　

こ
れ
を
見
れ
ば
、
当
時
の
妙
高
庵
住
職
は
、
塔
主
と
呼
称
さ
れ
て
お

り
、
八
月
一
五
日
に
交
代
し
て
い
た
と
分
か
る
。
文
中
の
一
回
中
を
一

年
と
考
え
れ
ば
、
任
期
は
近
世
と
同
様
に
一
年
で
あ
っ
た
と
分
か
る
。

な
お
、
発
給
者
の
文
現
は
、
住
山
記
に
記
載
は
な
い
の
で
、
總
持
寺
住

職
は
務
め
ず
に
五
院
の
塔
主
の
み
務
め
た
人
物
で
あ
る
。

　

宛
先
と
な
っ
て
い
る
天
章
光
祐
は
、
請
状
の
依
頼
通
り
、
長
享
二
年

（
一
四
八
八
）
八
月
か
ら
一
年
間
、
妙
高
庵
に
輪
住
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、『
住
山
記
』
に
は
、
四
一
八
世
と
し
て
永
正
三
年
（
一
五

〇
六
）
に
入
寺
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
の
で
、
こ
の
時
の
塔
主
中
は

總
持
寺
住
職
に
は
な
ら
ず
、
五
院
に
の
み
に
住
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　

資
料
九
「
妙
高
庵
宗
花
請
状
」
は
、
天
文
一
六
年
（
一
五
四
七
）
に

妙
高
庵
塔
主
の
宗
花
が
、
願
成
寺
規
伯
宛
て
に
次
期
塔
主
を
依
頼
し
た

請
状
で
あ
る
。

（
資
料
九
）

妙
高
庵
塔
主
職
事

来
戊
申
歳
、
相
当
御
門
派
輪
番
候
、
先
例
之
旨
、
早
可
有
入
寺
者

也
、
仍
請
状
如
件
、
誠
恐
誠
惶
敬
白

　

天
文
十
六
丁未
年
九
月
五
日　

宗
花
（
花
押
）

進
上　

願
成
寺（
規
伯
）

　
　
　
　
　

衣
鉢
閣
下



總
持
寺
の
住
持
制
度
（
伊
藤
）

二
五
五

五　

院

僧
名

世　

代

輪
住
年
月

住
持
間
隔

法
系

現 　

妙
高
庵
宗
花

×

×

通
幻

次
期 

妙
高
庵
規
伯
模
一
一
二
二
世
一
五
四
八
年
八
月

▲
一
年

通
幻

　
　
＊
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
不
明
と
な
る
出
身
の
項
目
は
省
略
し
た
。

　

請
状
を
発
給
し
た
宗
花
に
つ
い
て
は
、
資
料
八
と
同
様
に
總
持
寺
住

山
記
に
記
載
が
な
い
の
で
、
妙
高
庵
塔
主
の
み
務
め
た
人
物
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
宛
先
と
な
っ
て
い
る
規
伯
は
、
請
状
を
受
け
た
翌
年

の
天
文
一
七
年
（
一
五
四
八
）
八
月
二
〇
日
、
一
一
二
二
世
と
し
て
總

持
寺
住
山
記
に
そ
の
名
を
留
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
規
伯
は
八
月
一
五

日
か
ら
一
年
間
の
妙
高
庵
在
任
期
間
中
、
總
持
寺
住
職
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
八
月
二
〇
日
だ
け
の
一
夜
住
職
を
勤
め
た
の

か
、
そ
れ
と
も
、
同
日
か
ら
總
持
寺
住
職
を
長
期
間
務
め
た
の
か
ど
う

か
、
確
定
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
五
院
輪
住
制
度
下
に
お
い
て
は
、
現
方
丈
へ
の
住
持
期

間
は
七
五
日
程
度
な
の
で
、
八
月
一
五
日
に
五
院
塔
主
が
一
斉
に
交
代

す
る
と
、
一
人
目
は
最
初
の
七
五
日
を
経
過
し
た
一
〇
月
下
旬
頃
に
、

二
人
目
に
引
き
継
ぐ
と
い
う
流
れ
で
進
ん
で
行
く
。
そ
う
考
え
る
と
八

月
二
〇
日
の
入
寺
と
い
う
の
は
、
や
や
中
途
半
端
で
あ
る）

（（
（

。

　

以
上
よ
り
、
一
四
八
七
年
以
降
の
妙
高
庵
の
場
合
で
は
、
輪
住
依
頼

の
請
状
が
輪
住
前
年
に
送
付
さ
れ
、
該
当
者
は
一
年
間
塔
主
を
務
め
た

こ
と
が
確
認
で
き
た
。
た
だ
、
資
料
四
・
五
（
一
四
六
三
～
六
五
）
で

は
、
妙
高
庵
の
塔
主
が
複
数
年
住
し
て
い
る
し
、
資
料
六
・
七
（
一
五

五
八
～
六
一
）
で
も
、
洞
川
庵
と
如
意
庵
の
塔
主
は
複
数
年
住
し
て
い

る
。
と
は
い
え
、
五
院
の
中
で
も
こ
の
時
期
以
降
の
妙
高
庵
は
、
一
年

間
隔
の
輪
番
で
護
持
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
總
持
寺
を
運
営
す
る
前
住
達

　

總
持
寺
住
職
や
五
院
塔
主
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
が
、
組
織

を
ま
と
め
る
べ
き
立
場
の
人
々
が
輪
番
で
短
い
期
間
で
交
代
し
た
の
で

あ
れ
ば
、
總
持
寺
の
体
制
は
維
持
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
寺
院
の
運

営
面
も
含
め
て
、
修
行
面
や
思
想
面
な
ど
が
、
正
し
く
継
承
さ
れ
得
る

の
か
疑
問
で
あ
る
。

　

先
に
見
た
よ
う
に
、
五
院
の
塔
主
を
何
年
（
何
期
）
か
務
め
た
り
、

輪
住
後
も
山
内
に
と
ど
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
人
々
の
存
在
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
前
住
達
（
輪
住
経
験
者
）
の
動
静
に
注
目
し
て
、
山
内

運
営
の
事
例
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
と
思
う
。
特
に
、
五
院
の
塔
主
が

連
署
せ
ず
に
、
そ
の
代
わ
り
多
数
の
前
住
達
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
文

書
類
を
検
討
す
る
。

　

資
料
一
〇
「
總
持
寺
住
持
職
契
状
写
」）

（（
（

は
、
總
持
寺
の
当
住
と
前
住

達
が
、
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）、
評
議
を
行
っ
た
際
の
記
録
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
五
門
跡
（
五
院
か
）
に
よ
る
、
總
持
寺
輪
住
の
期
間
に
つ



總
持
寺
の
住
持
制
度
（
伊
藤
）

二
五
六

い
て
、
半
年
ず
つ
住
持
を
勤
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
取
り
決
め
を
行
っ

て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
彼
ら
一
三
名
が
署
名
を
行
っ
た
八
月
一
五
日
は
、
瑩
山

禅
師
の
忌
日
に
当
た
る
の
で
、
開
山
忌
の
折
に
参
集
し
て
協
議
を
行
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

（
資
料
一
〇
）

諸
岳
山
惣
持
禅
寺
住
持
職
事

五
門
跡
遂
輪
番
次
第
、
半
年
充
可
勤
仕
、
若
背
此
旨
雖
有
告
退
之

儀
、
次
門
跡
不
可
請
取
之
、
住
持
違
此
条
令
無
年
満
者
、
従
其
門

中
堅
可
被
守
寺
家
也
、
然
間
一
住
院
中
、
不
可
有
二
住
持
。
直
饒
、

雖
相
当
輪
番
、
不
器
用
之
仁
者
、
倩
別
人
可
令
補
之
、
努
力
不
可

缺
輪
番
者
也
、
仍
評
議
如
件
。

　

永
享
二
季
庚
戌
八
月
十
五
日

　
　

当（
七
一
世
）
住　

守（
大
徹
派
）
勤
（
花
押
）　
　

前（
七
〇
世
）
住　

良（
実
峰
派
）
宗
（
花
押
）

　
　

前（
六
九
世
）
住　

韶（
無
端
派
）
興
（
花
押
）　
　

前（
六
四
世
）
住　

玄（
実
峰
派
）
淳

　
　

前（
六
三
世
）
住　

聖（
大
徹
派
）
柔
（
花
押
）　
　

前（
五
三
世
）
住　

契（
大
徹
派
）
養
（
花
押
）

　
　

前（
五
二
世
）
住　

清（
通
幻
派
）
良　
　
　
　
　
　

前（
四
五
世
）
住　

梵（
太
源
派
）
清
（
花
押
）

　
　

前（
四
〇
世
）
住　

天（
太
源
派
）
誾　
　
　
　
　
　

前（
三
七
世
）
住　

禅（
大
徹
派
）
棟
（
花
押
）

　
　

前（
三
五
世
）
住　

正（
通
幻
派
）
祖　
　
　
　
　
　

前（
三
二
世
）
住　

宗（
大
徹
派
）
林

　
　

前（
二
四
世
）
住　

性（
無
端
派
）
秀

五
院

僧
名

世 

代

輪
住
年
月

輪
住
間
隔

法
系

出
身

当
住
惟
忠
守
勤
七
一
世
一
四
三
〇
年
八
月
日
±
〇
年

大
徹
◎
摂
州

前
住
青
山
性
秀
二
四
世
一
四
一
二
年
一
〇
月
＋
一
八
年
無
端

能
州

前
住
大
成
宗
林
三
二
世
一
四
一
七
年
八
月

＋
一
三
年
大
徹

豊
後

前
住
直
伝
正
祖
三
五
世
一
四
一
九
年
三
月

＋
一
一
年
通
幻

丹
州

前
住
大
林
禅
棟
三
七
世
一
四
一
九
年
一
一
月
＋
一
一
年
大
徹
◎
肥
州

前
住
如
仲
天
誾
四
〇
世
一
四
二
一
年
三
月

＋
九
年

太
源

上
州

前
住
太
容
梵
清
四
五
世
一
四
二
二
年
一
一
月
＋
八
年

太
源
◎
薩
州

前
住
希
明
清
良
五
二
世
一
四
二
五
年
一
一
月
＋
五
年

通
幻

越
前

前
住
浩
斎
契
養
五
三
世
一
四
二
六
年
三
月

＋
四
年

大
徹
◎
肥
前

前
住
軟
中
聖
柔
六
三
世
一
四
二
八
年
九
月

＋
二
年

大
徹
◎
丹
州

前
住
真
化
玄
淳
六
四
世
一
四
二
八
年
一
一
月
＋
二
年

実
峰

能
州

前
住
雲
沢
韶
興
六
九
世
一
四
三
〇
年
二
月

±
〇
年

無
端
◎
能
州

前
住
要
津
良
宗
七
〇
世
一
四
三
〇
年
五
月

±
〇
年

実
峰
◎
江
州

　
　
※
配
列
は
、
文
書
の
署
名
順
で
は
な
く
、
世
代
順
と
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
法
系
を
見
る
と
、
太
源
派
（
普
蔵
院
系
）
二
名
、
通
幻

派
（
妙
高
庵
系
）
二
名
、
無
端
派
（
洞
川
庵
系
）
二
名
、
大
徹
派
（
伝

法
庵
系
）
五
名
、
実
峰
派
（
如
意
庵
系
）
二
名
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

表
中
の
法
系
に
◎
印
を
付
し
た
の
は
、
花
押
の
あ
る
住
持
で
あ
る
。
花

押
の
有
無
で
見
れ
ば
、
大
徹
派
が
若
干
多
い
よ
う
で
は
あ
る
。
近
世
期

の
五
院
の
末
寺
の
数
で
見
る
と
、
太
源
派
や
通
幻
派
が
多
く
、
他
の
三

派
は
若
干
少
な
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
一
五
世
紀
頃
の
趨
勢
で



總
持
寺
の
住
持
制
度
（
伊
藤
）

二
五
七

見
る
と
、
大
徹
が
多
い
と
い
う
点
が
興
味
深
い
。
と
も
あ
れ
、
出
身
地

を
見
る
と
、
近
隣
だ
け
で
な
く
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
と
分
か
る
。

　

そ
し
て
、
前
住
達
が
輪
住
し
て
か
ら
、
文
書
が
成
立
し
た
一
四
三
〇

年
迄
の
間
隔
を
見
る
と
、
前
住
青
山
性
秀
は
一
八
年
が
経
過
し
、
そ
の

他
の
前
住
達
を
見
て
も
数
年
以
上
経
過
し
て
い
る
。
開
山
忌
の
為
に
参

集
し
た
の
か
、
常
に
近
隣
に
住
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
何

か
事
が
起
き
れ
ば
總
持
寺
護
持
や
運
営
の
為
に
集
合
す
る
と
い
う
体
制

は
で
き
あ
が
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

資
料
一
一
「
總
持
寺
輪
住
請
状
」
は
、
瑠
璃
光
寺
（
山
口
県
山
口
市
、

妙
高
庵
孫
末
、
薩
摩
福
昌
寺
末
〈
廃
寺
〉）
が
所
蔵
す
る
、
大
永
五
年

（
一
五
二
五
）
の
出
世
公
文
（
瑞
世
の
依
頼
状
・
請
状
）
で
、
現
存
す

る
最
古
の
總
持
寺
出
世
公
文
で
あ
る）（（
（

。

（
資
料
一
一
）

諸
嶽
山
總
持
禅
寺
住
持
職
之
事

就
于
当
寺
、
修
造
居
公
文
之
儀
、
被
充
行
圭
頓
書
記
之
旨
、
衆
評

如
斯

　

大
永
五
乙酉
年
七
月
廿
日 

宗
前
住

寅
（
花
押
）

 

祖
前
住

欽
（
花
押
）

 

機
前
住

淳
（
花
押
）

　
　
　
　

玄
前
住

固
（
花
押
） 

継
前
住

通
（
花
押
）

　
　
　
　

祥
前
住

春
（
花
押
） 

用
前
住

鎮
（
花
押
）

　
　
　
　

齢
前
住

脩
（
花
押
） 

性
前
住

泉
（
花
押
）

進
上　

瑠
璃
光
寺　

衣
鉢
閣
下

住
持

僧
名

世 

代

輪
住
年
月

住
持
間
隔

瑞
世

圭
頓
書
記
八
一
四
世

一
五
二
五
年
七
月
二
〇
日

±
〇
年

前
住

宗
寅

四
五
七
世

一
五
〇
九
年
閏
八
月
二
九
日
＋
一
六
年

前
住

祖
欽

×

前
住

機
淳

特
定
で
き
ず

前
住

玄
固

特
定
で
き
ず

前
住

継
通

六
〇
五
世

一
五
一
六
年
四
月
二
七
日

＋
九
年

前
住

祥
春

特
定
で
き
ず

前
住

用
鎮

六
〇
〇
世

一
五
一
五
年
一
〇
月
二
〇
日
＋
一
〇
年

前
住

齢
脩

×

前
住

性
泉

五
八
八
世

一
五
一
五
年
七
月
七
日

＋
一
〇
年

　
　
＊
法
系
及
び
出
身
地
の
項
目
に
つ
い
て
は
未
詳
の
た
め
省
略
す
る
。

　

こ
れ
は
、
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
に
、
圭
頓
書
記
（
瑠
璃
光
寺
五

世
悟
宗
圭
頓
、
～
一
五
五
五
）
に
対
し
て
、
總
持
寺
の
前
住
達
か
ら
発

給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
總
持
寺
住
山
記
に
よ
る
と
、
圭
頓
は
発
給
の

日
（
七
月
二
〇
日
）
に
八
一
四
世
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
瑞
世
と

同
事
に
請
状
が
送
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
こ
で
、
一
夜
住
職
（
瑞
世
師
）
に
請
状
を
送
っ
た
の
は
、
中
世

に
お
い
て
は
總
持
寺
の
前
住
達
で
あ
っ
た（
近
世
は
五
院
の
連
署
に
な
る
）。



總
持
寺
の
住
持
制
度
（
伊
藤
）

二
五
八

　

ち
な
み
に
、
瑞
世
は
出
世
道
場
の
總
持
寺
に
お
い
て
は
、
一
年
を
通

し
て
日
常
的
に
行
わ
れ
る
儀
式
・
法
要
の
一
つ
で
あ
る
。
資
料
一
〇
の

開
山
忌
や
、
そ
の
他
の
遠
忌
の
よ
う
に
、
広
範
な
地
域
か
ら
随
喜
僧
が

集
来
す
る
よ
う
な
、
大
き
な
年
間
行
事
で
は
な
い
。

　

よ
っ
て
、
瑞
世
の
請
状
に
関
し
て
は
、
い
つ
で
も
発
給
で
き
る
よ
う

に
、
こ
こ
で
署
名
し
て
い
る
前
住
達
は
山
内
も
し
く
は
近
隣
に
常
時
待

機
し
て
い
た
と
考
ら
れ
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
前
住
達
の
中
で
世
代
や

輪
住
年
時
が
確
認
で
き
る
の
は
、
四
五
七
世
宗
寅
、
五
八
八
世
性
泉
、

六
〇
〇
世
用
鎮
、
六
〇
五
世
継
通
の
四
名
（
他
の
五
名
に
関
し
て
は
未

詳
）
で
あ
る
。
彼
ら
は
輪
住
し
て
か
ら
、
こ
の
文
書
が
作
成
時
点
ま
で

の
九
～
一
六
年
は
、
總
持
寺
周
辺
に
住
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
前
住
達
が
署
名
し
た
請
状
の
事
例
を
見
て
み
た
い
。
資

料
一
二
・
一
三
「
總
持
寺
輪
住
請
状
」
二
通
（
資
料
一
一
同
様
、
瑠
璃

光
寺
所
蔵
）
は
、
天
文
一
三
・
一
四
年
（
一
五
四
四
・
五
）
の
良
模
首

座
（
同
寺
七
世
規
盛
良
模
、
～
一
五
六
八
）
へ
の
出
世
公
文
で
あ
る
。

總
持
寺
住
山
記
に
よ
る
と
、
良
模
は
一
五
四
五
年
八
月
五
日
に
一
〇
八

六
世
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
資
料
一
二
）

諸
嶽
山
総
持
禅
寺
住
持
職
之
事

就
于
当
寺
、
修
造
居
公
文
之
儀
、
被
充
行
良
模
首
座
之
旨
、
仍
衆

評
如
斯

　

天
文
十
三
年
甲
辰

　
　
　
　
　

初
夏
二
十
七
日　

継
前
住

通
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
前
住

鑒
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玄
前
住

救
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紹
前
住

田
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

性
前
住

巌
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玄
前
住

派
（
花
押
）

進
上　

瑠
璃
光
寺　

衣
鉢
閣
下

住
持

僧
名

世 

代

輪
住
年
月

住
持
間
隔

瑞
世

良
模
首
座

一
〇
八
六
世

一
五
四
五
年
八
月
五
日

▲
一
年

前
住

継
通

六
〇
五
世

一
五
一
六
年
四
月
二
七
日
＋
二
八
年

前
住

宗
鑒

六
四
七
世

一
五
一
七
年
九
月
一
八
日
＋
二
七
年

前
住

玄
救

一
〇
五
五
世

一
五
四
三
年
八
月
一
三
日
＋
一
年

前
住

紹
田

七
〇
三
世

一
五
二
〇
年
四
月
一
日

＋
二
四
年

前
住

性
巌

×

前
住

玄
派

特
定
で
き
ず

　
　
＊
法
系
及
び
出
身
地
の
項
目
に
つ
い
て
は
未
詳
の
た
め
省
略
す
る
。

　

資
料
一
三
「
總
持
寺
輪
住
請
状
」
は
、
天
文
一
四
年
（
一
五
四
五
）

の
瑞
世
当
日
の
請
状
で
あ
る
。



總
持
寺
の
住
持
制
度
（
伊
藤
）

二
五
九

（
資
料
一
三
）

諸
嶽
山
總
持
禅
寺
住
持
職
之
事

就
于
当
寺
、
修
造
居
公
文
之
儀
、
被
充
行
良
模
首
座
之
旨
、
仍
而

衆
評
如
斯

　

天
文
十
四
乙巳
年
南
呂
初
五
日 

乗
前
住

秀
（
花
押
）

　
　
　
　

元
前
住

養
（
花
押
） 

玄
前
住

易
（
花
押
）

　
　
　
　

文
前
住

貞
（
花
押
） 

継
前
住

通
（
花
押
）

　
　
　
　

洞
前
住

俊
（
花
押
） 

継
前
住

哲
（
花
押
）

進
上　

瑠
璃
光
寺　

衣
鉢
閣
下

五
院

僧
名

世 

代

輪
住
年
月

住
持
間
隔

瑞
世

良
模
首
座

一
〇
八
六
世

一
五
四
五
年
八
月
五
日

±
〇
年

前
住

乗
秀

特
定
で
き
ず

×

前
住

元
養

特
定
で
き
ず

×

前
住

玄
易

特
定
で
き
ず

×

前
住

文
貞

特
定
で
き
ず

×

前
住

継
通

六
〇
五
世

一
五
一
六
年
四
月
二
七
日
＋
二
九
年

前
住

洞
俊

特
定
で
き
ず

×

前
住

継
哲 

特
定
で
き
ず

×

　
　
＊
法
系
及
び
出
身
地
の
項
目
に
つ
い
て
は
未
詳
の
た
め
省
略
す
る
。

　

上
記
、
資
料
一
一
、
一
二
、
一
三
を
見
る
と
、
数
多
く
の
前
住
達
が

署
名
し
て
い
る
と
分
か
る
。
こ
の
三
通
を
通
し
て
、
特
に
注
目
し
た
い

の
は
、「
前
住
継
通
」
と
い
う
人
物）（（
（

で
、
三
資
料
全
て
に
お
い
て
連
判

し
て
い
る
。
連
判
部
分
の
み
拡
大
し
て
見
て
み
た
い
。

（
資
料
一
一
）

　

大
永
五
年
（
一
五
二
五
）「
總
持
寺
輪
住
請
状
」



總
持
寺
の
住
持
制
度
（
伊
藤
）

二
六
〇

（
資
料
一
二
）

　
天
文
一
三
年
（
一
五
四
四
）「
總
持
寺
輪
住
請
状
」

（
資
料
一
三
）

　
天
文
一
四
年
（
一
五
四
五
）「
總
持
寺
輪
住
請
状
」

　

写
真
を
見
る
と
、
二
〇
年
の
時
を
超
え
て
同
じ
花
押
で
あ
る
。
恐
ら

く
は
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。

　

先
に
見
た
よ
う
に
、
継
通
は
永
正
一
三
年
（
一
五
一
六
）
入
寺
の
六

〇
五
世
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
か
ら
、
前
住
と
し
て
署
名
す
る

大
永
五
年
（
一
五
二
五
）、
天
文
一
三
・
一
四
年
（
一
五
四
四
・
四

五
）
ま
で
の
か
な
り
長
期
間
、
少
な
く
と
も
数
十
年
は
總
持
寺
運
営
に

携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。



總
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継
通
以
外
に
連
署
し
て
い
る
前
住
達
も
同
様
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
輪
住
（
も
し
く
は
瑞
世
）
し
た
後
も
、
前
住
と
し
て
山
内
や
周

辺
寺
院
に
と
ど
ま
り
、
本
山
護
持
に
尽
力
し
た
人
々
が
数
多
く
存
在
し

た
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
五
院
輪
住
制
度
が
確
立
す
る
以
前
の
一
六
世
紀
頃
ま
で
の
總

持
寺
に
お
け
る
、
五
院
の
塔
主
、
輪
番
住
職
、
前
住
達
に
つ
い
て
、
各

種
資
料
を
も
と
に
考
察
を
進
め
て
き
た
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
五
院
の
塔
主
が
、
塔
主
在
任
中
に
總
持
寺
住
職
に

な
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
塔
主
を
つ
と
め
暫
く

し
て
か
ら
輪
住
し
た
例
も
あ
る
が
、
五
院
の
塔
主
の
み
を
勤
め
た
場
合

あ
っ
た
。
五
院
塔
主
か
ら
、
總
持
寺
住
職
（
現
方
丈
）
に
昇
住
す
る
と

い
う
流
れ
は
、
中
世
に
お
い
て
確
立
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
塔

主
は
必
ず
し
も
次
期
現
方
丈
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
洞
川

庵
や
如
意
庵
の
よ
う
に
、
塔
主
を
長
期
間
つ
と
め
た
例
も
あ
れ
ば
、
一

五
世
紀
後
半
以
降
の
妙
高
庵
の
例
の
よ
う
に
、
一
年
交
替
の
輪
住
が
五

院
の
中
だ
け
で
完
結
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
出
世
公
文
等
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
長
期

間
、
山
内
や
周
辺
に
あ
っ
て
本
山
を
護
持
し
た
前
住
達
が
数
多
く
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

中
世
の
總
持
寺
に
は
、
輪
番
住
職
以
外
に
も
、
五
院
に
住
す
る
塔
主

達
、
長
期
間
山
門
運
営
を
す
る
前
住
達
、
瑞
世
の
一
夜
住
職
、
こ
の
よ

う
な
様
々
な
住
職
達
が
存
在
し
て
い
た
。
輪
住
制
度
も
、「〔
五
院
の
〕

住
期
一
年
に
し
て
、
当
住
〔
現
方
丈
〕
七
十
五
日
の
制
度
」
と
呼
称
さ

れ
る
ほ
ど
に
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
柔
軟
に
行
わ
れ
、
山
内
が
運
営

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
よ
り
、
五
院
の
塔
主
に
つ
い
て
は
、
文
書
の
連
判
を
見
る
限
り
、

總
持
寺
を
代
表
す
る
役
職
だ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
前
住
や
修
行

僧
と
い
っ
た
区
別
な
く
、
守
塔
の
た
め
に
就
く
役
職
で
あ
っ
た
。
五
院

塔
主
が
現
方
丈
の
前
段
階
、
總
持
寺
住
職
と
同
義
と
と
ら
え
ら
れ
る
の

は
一
六
世
紀
中
葉
以
降
で
あ
る
。

注（
１
） 

塔
主
や
現
方
丈
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
五
院
門
末
寺
院
所
蔵
資
料
に
見
る

總
持
寺
五
院
輪
住
制
度
」（『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要
』
四
二
号
、
二
〇

一
二
年
三
月
）、「
總
持
寺
輪
番
住
職
と
五
院
塔
主
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
一
三
、
二
〇
一
二
年
七
月
）。

（
２
） 

室
峰
梅
逸
『
総
持
寺
誌
』（
總
持
寺
、
一
九
六
五
年
）
一
一
五
号
文
書
。

（
３
） 

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
顧
問
納
冨
常
天
・
同
所
員
尾
崎
正
善
編

『
住
山
記
―
總
持
禅
寺
開
山
以
来
住
持
之
次
第
―
』。
總
持
寺
御
移
転
百
年

を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
研
究
成
果
で
、
開
山
以
来
、
明
治
三
年
に
い
た

る
五
一
九
八
〇
名
の
住
持
を
記
録
。
住
持
名
の
照
合
や
、
輪
住
年
時
、
輪



總
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二
六
二

住
者
の
法
系
、
及
び
出
身
地
な
ど
大
い
に
参
考
に
し
た
。

（
４
） 

拙
稿
「
五
院
輪
住
制
度
の
成
立
時
期
―
總
持
寺
・
永
光
寺
両
教
団
の
関

わ
り
も
ふ
ま
え
て
―
」（『
宗
学
研
究
』
四
二
、
二
〇
〇
〇
年
）。
な
お
、
納

冨
常
天
「
總
持
寺
五
院
の
成
立
と
展
開
（
二
）」（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研

究
所
紀
要
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
五
九
～
六
〇
頁
の
「
当
時

か
ら
す
で
に
總
持
寺
輪
住
と
妙
高
庵
輪
住
が
併
存
し
、
總
持
寺
へ
輪
住
し

た
者
は
『
總
持
寺
住
山
記
』
に
、
妙
高
庵
へ
輪
住
し
た
者
は
『
妙
高
庵
輪

住
誌
』
に
登
録
し
た
と
推
察
さ
れ
る
」
と
い
う
指
摘
も
尤
も
か
も
知
れ
な

い
。

（
５
） 

門
前
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
修
門
前
町
史 

資
料
編
２ 

総
持
寺
』

（
二
〇
〇
四
年
三
月
、
以
下
「
門
前
町
史
２
」
と
略
）、
曹
洞
宗
文
化
財
調

査
委
員
会
編
『
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
目
録
解
題
集
』（
一
～
七
、
一
九
九
一

～
二
〇
〇
六
、
以
下
「
解
題
集
」
と
略
）、
及
び
大
久
保
道
舟
編
『
曹
洞
宗

古
文
書
』（
一
九
七
二
）
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
五
院
関
係
の
資
料
を
用
い

た
が
、
紙
幅
の
都
合
で
検
討
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
の
で
、
今
後
考

察
を
進
め
た
い
。

（
６
） 『
門
前
町
史
２
』
五
一
頁
、
八
〇
号
文
書
。

（
７
） 『
門
前
町
史
２
』
五
四
頁
、
八
八
号
文
書
。

（
８
） 『
門
前
町
史
２
』
五
六
頁
、
九
三
号
文
書
。

（
９
） 『
門
前
町
史
２
』
五
六
頁
、
九
四
号
文
書
。

（
⓾
） 『
門
前
町
史
２
』
六
三
頁
、
一
一
五
号
文
書
。

（
⓫
） 『
門
前
町
史
２
』
六
三
頁
、
一
一
六
号
文
書
。

（
⓬
） 

注
（
３
）
の
『
住
山
記
』
二
七
頁
。

（
⓭
） 

普
蔵
院
の
住
山
記
『
普
蔵
院
住
番
牒
』
の
書
き
出
し
が
天
正
一
五
年

（
一
五
八
七
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
住
山
記
は
注
（
２
）『
総
持
寺
誌
』

や
納
冨
常
天
「
總
持
寺
五
院
の
成
立
と
展
開
」（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研

究
所
紀
要
』
一
四
号
、
二
〇
〇
九
年
）
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
⓮
） 

妙
高
庵
住
山
記
は
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）、
洞
川
庵
住
山
記
は
元
禄
六

年
（
一
六
九
三
）、
伝
法
庵
住
山
記
は
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）、
如
意
庵

住
山
記
は
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
よ
り
記
載
さ
れ
る
。

（
⓯
） 『
曹
洞
宗
古
文
書
』
二
〇
七
〇
号
文
書
「
妙
高
菴
文
現
書
状
」、
二
〇
七

一
号
文
書
「
妙
高
庵
宗
花
請
状
」。『
解
題
集 

七 

北
信
越
管
区
編
』
で
は
、

文
書
一
「
妙
高
菴
塔
主
職
書
状
」、
文
書
二
四
「
書
状
」。

（
⓰
） 

前
後
の
入
寺
日
は
、
一
一
二
一
世
は
同
年
八
月
一
〇
日
（
規
伯
の
一
〇

日
前
）、
一
一
二
三
世
は
一
〇
月
一
五
日
で
あ
っ
た
。

（
⓱
） 『
門
前
町
史
２
』
五
二
頁
、
八
四
号
文
書
。

（
⓲
） 

資
料
一
一
『
解
題
集
四 

中
国
四
国
管
区
編
』
所
収
の
瑠
璃
光
寺
資
料
、

文
書
二
「
總
持
寺
輪
住
請
状
」、
資
料
一
二
は
同
文
書
三
「
總
持
寺
輪
住
請

状
」、
資
料
一
三
は
同
文
書
四
「
總
持
寺
輪
住
請
状
」。
こ
れ
ら
の
請
状
は
、

總
持
寺
関
係
で
は
最
古
の
出
世
公
文
で
あ
る
と
い
う
。

 
　

田
中
宏
志
「
禅
宗
寺
院
文
書
の
基
礎
的
研
究
―
十
六
・
十
七
世
紀
の

「
出
世
」
関
係
史
料
を
中
心
に
―
」（『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
一
八
、

二
〇
〇
七
年
）、
同
「
十
六
・
十
七
世
紀
の
曹
洞
教
団
と
朝
廷
―
瑞
世
（
出

世
）
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
宗
学
研
究
』
四
八
、
二
〇
〇
六
年
）
に



總
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六
三

お
い
て
、
請
状
や
公
文
の
形
式
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
⓳
） 
継
通
は
龍
護
寺
（
石
川
県
羽
咋
郡
富
来
町
、
如
意
庵
末
、
如
意
庵
輪
番

地
）
二
一
世
徹
道
（
堂
）継
通
（
～
一
五
八
七
）
と
考
え
ら
れ
る
。

付
記

　

本
論
で
検
討
し
た
福
井
県
願
成
寺
資
料
、
山
口
県
瑠
璃
光
寺
資
料
は
、
曹
洞

宗
文
化
財
調
査
委
員
会
が
収
集
し
た
成
果
に
依
拠
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
複
製

及
び
掲
載
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
願
成
寺
様
、
瑠
璃
光
寺
様
よ
り
ご
高
配
を
賜

り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


